
2024 年度 大学卒業生調査報告（抜粋） 

 

1、報告要旨 

本報告は 2020 年度に本学を卒業した卒業生を対象に行った「卒業生アンケート」を基に、本学でのキ

ャリア支援と学びの有用性などをまとめたものである。 

学生時代に身に着けた知識・スキルはかなり高い割合で実社会において役立っており、特にディプロ

マ・ポリシーのひとつであり本学の特徴でもある他者尊重は高い割合で実社会において活かされている

ものと考えられる 

本アンケートは、2024 年 5 月に対象者 52 名中 15 名より回答を得た。 

 

 

2、結果の概要 

Q.社会に出て仕事をしてみて感じたことについて  

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全学共通科目の授業

専門教育科目の講義

専門教育科目の演習

専門科目の実践・実習

ゼミ・卒業研究

相互履修

資格の取得

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

役立っている まあ役立っている あまり役立っていない

役立っていない 経験していない



Q.「学生時代に身につけた知識・スキル」は実社会で役に立っていると思いますか  

 

 

Q.本学が掲げる「学位記授与の方針（ディプロマ・ポリシー）」を基に作成したカリキュラムマップにより

学生時代に身につけた能力は実社会で役に立ってると思いますか  

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

幅広い知識と教養

専門的な知識や技術

経験に基づく広い見聞

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

論理的思考力

問題解決能力

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ能力

文章作成能力

語学力

国際的感覚

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｽｷﾙ

自己管理力

ﾁｰﾑﾜｰｸ･ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

役立っている まあ役立っている

あまり役立っていない 役立っていない

在学中に身についたと思っていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

課題発見力

論理的思考

他者尊重

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

行動力

企画立案力

発信力

役立っている まあ役立っている

あまり役立っていない 役立っていない

在学中に身についたと思っていない


